
37 たんけんクラブ、南楠消防分団と鈴鹿川にて水難救助訓練を実施 

７月２日（日）、鈴鹿川たんけんクラブでは南楠消防分団と協力して、鈴鹿川における水難

救助訓練を実施しました。訓練場所は、鈴鹿大橋手前２００ｍから本郷大橋手前２００ｍ

までの約１ｋｍの川下りを行ったものであります。 

まず鈴鹿大橋手前の河川敷に集合、ここで組立式ボートの組立を南楠分団が実施、これに

ならってたんけん員も組み立てを行いました。次に分団員がボート２台を川面に降ろし、

ついでたんけん員がカヌー３台を降ろし、川下りの準備としました。 

ここで訓練の一環として、ボート２台に各一人の救助対象者が乗船、消防団員に守られな

がら、カヌー３台には各二人のたんけん員が乗船し、ボート２台に前後を挟まれる形で川

下りしました。 

６００ｍほど下った砂州で、救助を待つ救助対象者４人をボート２台に収納して、さらに

川を下り本郷グランド前の砂州に着岸して訓練を終了しました。流れのある川での救助は、

ボート、カヌーのコントロールが難しくなることを実感できた訓練でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  


